
10

20

JP 3244434 U 2023.10.25

(19)日本国特許庁(JP) (12)登録実用新案公報(U) (11)登録番号　　
実用新案登録第3244434号

(U3244434)
(24)登録日　令和5年10月25日(2023.10.25)(45)発行日　令和5年11月2日(2023.11.2)

(54)【考案の名称】　ルーバー構造

(51)国際特許分類
　   Ｅ０４Ｆ 10/08 (2006.01)
　   Ｅ０４Ｈ 17/16 (2006.01)
　   Ｅ０６Ｂ 7/086(2006.01)

ＦＩ
　Ｅ０４Ｆ 10/08 　　　　 　　　
　Ｅ０４Ｈ 17/16 １０２Ａ 　　　
　Ｅ０６Ｂ 7/086 　　　　 　　　

(21)出願番号　 実願2023-3228(U2023-3228)
(22)出願日　 令和5年9月6日(2023.9.6)

(73)実用新案権者　523340502
伊藤  広
福井県福井市飯塚町９－１１５

(74)代理人　 110003203
弁理士法人大手門国際特許事務所

(72)考案者　 伊藤  広
福井県福井市飯塚町９－１１５

(57)【要約】
【課題】本考案は、簡単な構成でルーバー羽根材の変形 
等による可動性の不均一に十分な強度で対応することが 
できるルーバー構造を提供することにある。
【解決手段】本考案に係るルーバー構造は、支持枠部材 
１０ａ及び１０ｂの間に長手方向に並行して配列される 
とともに両端部分を支持枠部材１０ａ及び１０ｂに回転 
可能に支持された複数のルーバー羽板部材１１と、ルー 
バー羽板部材１１の回転軸と直交する方向に配置されて 
ルーバー羽板部材１１に連結された操作部材１２とを備 
え、すべてのルーバー羽板部材１１の嵌合部を貫通する 
ように操作部材１２を遊嵌するとともにそれぞれのルー 
バー羽板部材１１の連結溝部に操作部材１２の連結部材 
を係合して連結されている。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 対 の 支 持 枠 部 材 と 、 前 記 支 持 枠 部 材 の 間 に 長 手 方 向 に 並 行 し て 配 列 さ れ る と と も に 両  
端 部 分 を 前 記 支 持 枠 部 材 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 複 数 の ル ー バ ー 羽 板 部 材 と 、 前 記 ル ー バ  
ー 羽 板 部 材 の 回 転 軸 と 直 交 す る 方 向 に 配 置 さ れ て 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 に 連 結 さ れ た 操 作  
部 材 と を 備 え て い る ル ー バ ー 構 造 で あ っ て 、 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 に は 、 幅 方 向 の 一 方 の  
側 端 部 分 に お い て 側 端 面 か ら 回 転 軸 に 向 か っ て 嵌 合 部 が 切 り 欠 い て 形 成 さ れ て い る と と も  
に 当 該 嵌 合 部 と 交 差 す る よ う に 幅 方 向 に 所 定 深 さ で 連 結 溝 部 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 操 作  
部 材 に は 、 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 に 対 応 し て 連 結 部 材 が 突 設 さ れ て お り 、 す べ て の 前 記 ル  
ー バ ー 羽 板 部 材 の 前 記 嵌 合 部 を 貫 通 す る よ う に 前 記 操 作 部 材 を 遊 嵌 す る と と も に そ れ ぞ れ  
の 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 の 前 記 連 結 溝 部 に 前 記 操 作 部 材 の 前 記 連 結 部 材 を 係 合 し て 連 結 さ  
れ て い る ル ー バ ー 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 操 作 部 材 は 、 細 幅 で 板 状 に 形 成 さ れ て い る と と も に 前 記 連 結 部 材 が 厚 さ 方 向 に 突 設  
し て お り 、 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 は 、 前 記 嵌 合 部 が 前 記 操 作 部 材 の 厚 さ よ り も わ ず か に 広  
い 幅 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ル ー バ ー 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 溝 部 に は 、 前 記 連 結 部 材 の 抜 け 止 め 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２  
に 記 載 の ル ー バ ー 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 建 物 の 外 構 構 造 及 び 窓 等 の 遮 閉 構 造 に 好 適 な ル ー バ ー 構 造 に 関 す る も の で あ  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 家 屋 等 の 建 物 で は 、 塀 や 柵 と い っ た 外 構 構 造 物 が 設 け ら れ て お り 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 の  
た め に 外 部 か ら 内 部 が 視 認 で き な い よ う に 遮 閉 す る 構 造 と な っ て い る が 、 換 気 等 を 考 慮 し  
て 開 閉 可 能 な ル ー バ ー 構 造 が 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 建 物 の 窓 に 対 し て も 、 プ ラ イ バ シ ー  
保 護 の た め に 遮 閉 構 造 と す る と と も に 換 気 や 採 光 を 考 慮 し て 開 閉 可 能 な ル ー バ ー 構 造 を 窓  
の 外 側 に 取 り 付 け る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 間 口 に 装 着 さ れ る 木 製 の フ レ ー ム の 一 対 の 平 行 な 木 製 の 枠 材  
の 間 に 木 製 の 可 動 翼 を 回 転 可 能 に 軸 支 し 、 可 動 翼 に 固 定 し た 連 結 ピ ン を 介 し て 連 動 棒 を 取  
り 付 け 、 連 動 棒 を 操 作 す る こ と で 可 動 翼 を 同 期 し て 回 転 さ せ る 木 製 ル ー バ ー が 記 載 さ れ て  
い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 薄 板 帯 状 の 羽 根 板 を 複 数 枚 配 列 さ せ た 状 態 で 両 端 部 を 左 右  
の 枠 体 に 回 転 可 能 に 軸 支 し 、 各 羽 根 板 に ジ ョ イ ン ト 部 品 を 介 し て 縦 バ ー を 連 結 し 、 各 羽 根  
板 を 縦 バ ー に よ り 同 時 に 回 転 さ せ る 建 具 が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ８ ０ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ ２ ２ ２ ９ １ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 特 許 文 献 １ で は 、 天 然 木 を 材 料 と し て 製 造 す る 場 合 に 、 天 然 木 の 特 性 で あ る 反  
り や 寸 法 変 化 と い っ た 変 形 及 び 材 質 の 不 均 一 さ に 起 因 し た 可 動 翼 の 可 動 性 の 個 別 的 な 不 均  
一 に 対 処 す る た め 、 可 動 翼 を 両 端 部 で 支 持 す る よ う に し た り 、 軸 棒 を 中 心 軸 に 沿 っ て 挿 着  
す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 可 動 翼 に 固 定 し た 連 結 ピ ン の 一 端 の 通 し 穴 を  
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連 動 棒 に ビ ス で 固 定 す る よ う に し て お り 、 可 動 翼 が 長 く な っ た 場 合 に 、 天 然 木 の 変 形 や 材  
質 の 不 均 一 に よ る 可 動 性 の 不 均 一 が 大 き く な っ て こ う し た 連 結 構 造 で は 強 度 的 に 十 分 な 耐  
久 性 を 備 え て い る と は い え な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 連 動 棒 が 可 動 翼 の 外 側 に 突 出 す る よ う に 配 置 さ れ て い る た め 、 連 動 棒 が 作 動 す る  
た め の ス ペ ー ス を 確 保 す る 必 要 が あ る 。 特 許 文 献 ２ に 記 載 の も の に お い て も 縦 バ ー が 外 側  
に 突 出 す る よ う に な っ て 作 動 ス ペ ー ス が 必 要 と な っ て お り 、 設 置 す る 際 に ス ペ ー ス で 制 約  
さ れ る 要 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 簡 単 な 構 成 で ル ー バ ー 羽 根 材 の 変 形 等 に よ る 可 動 性 の 不 均 一 に 十 分  
な 強 度 で 対 応 す る こ と が で き る ル ー バ ー 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 に 係 る ル ー バ ー 構 造 は 、 一 対 の 支 持 枠 部 材 と 、 前 記 支 持 枠 部 材 の 間 に 長 手 方 向 に  
並 行 し て 配 列 さ れ る と と も に 両 端 部 分 を 前 記 支 持 枠 部 材 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 複 数 の ル  
ー バ ー 羽 板 部 材 と 、 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 の 回 転 軸 と 直 交 す る 方 向 に 配 置 さ れ て 前 記 ル ー  
バ ー 羽 板 部 材 に 連 結 さ れ た 操 作 部 材 と を 備 え て い る ル ー バ ー 構 造 で あ っ て 、 前 記 ル ー バ ー  
羽 板 部 材 に は 、 幅 方 向 の 一 方 の 側 端 部 分 に お い て 側 端 面 か ら 回 転 軸 に 向 か っ て 嵌 合 部 が 切  
り 欠 い て 形 成 さ れ て い る と と も に 当 該 嵌 合 部 と 交 差 す る よ う に 幅 方 向 に 所 定 深 さ で 連 結 溝  
部 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 操 作 部 材 に は 、 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 に 対 応 し て 連 結 部 材 が 突  
設 さ れ て お り 、 す べ て の 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 の 前 記 嵌 合 部 を 貫 通 す る よ う に 前 記 操 作 部  
材 を 遊 嵌 す る と と も に そ れ ぞ れ の 前 記 ル ー バ ー 羽 板 部 材 の 前 記 連 結 溝 部 に 前 記 操 作 部 材 の  
前 記 連 結 部 材 を 係 合 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 に 係 る ル ー バ ー 構 造 は 、 上 記 の よ う な 構 成 を 備 え て い る こ と で 、 操 作 部 材 が ル ー  
バ ー 羽 板 部 材 を 切 り 欠 い て 形 成 さ れ た 嵌 合 部 を 貫 通 す る よ う に 遊 嵌 し 、 操 作 部 材 に 突 設 し  
た 連 結 部 材 を ル ー バ ー 羽 板 部 材 に 形 成 さ れ た 連 結 溝 部 に 係 合 し て 連 結 し て い る の で 、 連 結  
部 材 が 係 合 す る 連 結 位 置 で ル ー バ ー 羽 板 部 材 が 操 作 部 材 に 支 持 さ れ る よ う に な り 、 簡 単 な  
構 成 で ル ー バ ー 羽 板 部 材 同 士 の 間 隔 を 安 定 し た 状 態 に 支 持 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、  
天 然 木 材 の よ う に 変 形 し や す い 材 料 で ル ー バ ー 羽 板 部 材 を 成 形 し た 場 合 で も 、 連 結 溝 部 が  
操 作 部 材 の 連 結 部 材 と 係 合 す る こ と で 変 形 を 抑 え て 十 分 な 強 度 で 保 持 す る こ と が 可 能 と な  
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 操 作 部 材 を す べ て の ル ー バ ー 羽 板 部 材 の 嵌 合 部 に 貫 通 す る よ う に 取 り 付 け て い る  
の で 、 操 作 部 材 の 動 作 に よ っ て 操 作 部 材 が 外 側 に 突 出 す る こ と が な く な り 、 設 置 ス ペ ー ス  
を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る ル ー バ ー 構 造 に 関 す る 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に 係 る ル ー バ ー 構 造 に 関 す る 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ル ー バ ー 羽 板 部 材 の 中 央 部 分 に 関 す る 一 部 拡 大 し た 平 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 操 作 部 材 の 連 結 部 材 を ル ー バ ー 羽 板 部 材 に 取 り 付 け る 前 後 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ル ー バ ー 構 造 の 開 閉 動 作 を 模 式 的 に 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 複 数 の ル ー バ ー 構 造 を 組 み 合 せ た 塀 等 の 外 構 構 造 物 を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 考 案 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態  
は 、 本 考 案 を 実 施 す る に あ た っ て 好 ま し い 具 体 例 で あ る か ら 、 技 術 的 に 種 々 の 限 定 が な さ  
れ て い る が 、 本 考 案 は 、 以 下 の 説 明 に お い て 特 に 考 案 を 限 定 す る 旨 明 記 さ れ て い な い 限 り  
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、 こ れ ら の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 に 係 る ル ー バ ー 構 造 に 関 す る 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 ル ー バ ー 構 造 に 関  
す る 背 面 図 で あ る 。 ル ー バ ー 構 造 １ は 、 一 対 の 支 持 枠 部 材 １ ０ ａ 及 び １ ０ ｂ の 間 に 多 数 の  
ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ が 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。 一 対 の 支 持 枠 部 材 １ ０ ａ 及 び １ ０ ｂ  
は 、 上 側 枠 部 材 １ ０ ｃ 及 び 下 側 枠 部 材 １ ０ ｄ に よ り 上 下 の 端 部 が 接 続 さ れ て 矩 形 状 の 枠 体  
を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ は 、 支 持 枠 部 材 １ ０ ａ 及 び １ ０ ｂ の 間 に 長 手 方 向 に 並 行 し て 配 列  
さ れ る と と も に 左 右 の 両 端 部 の 端 面 に 取 り 付 け た 棒 状 の 軸 体 １ １ ａ 及 び １ １ ｂ を 支 持 枠 部  
材 １ ０ ａ 及 び １ ０ ｂ に 軸 着 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 中 央 部 分 に 関 す る 一 部 拡 大 し た 平 面 図 （ 図 ３ （ ａ ） ）  
及 び 側 面 図 （ 図 ３ （ ｂ ） ） で あ る 。 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 幅 方 向 の 一 方 の 側 端 部 分 で あ  
る 背 面 側 の 側 端 面 か ら 回 転 軸 と な る 中 心 軸 に 向 か っ て 直 交 す る よ う に 細 幅 の 嵌 合 部 １ １ ａ  
が 直 線 状 に 切 り 欠 い て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 側 端 面 に は 、 嵌 合 部 １ １ ｃ の 両 側 に 交 差 す  
る よ う に 幅 方 向 に 所 定 深 さ で 連 結 溝 部 １ １ ｄ 及 び １ １ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 嵌 合 部 １ １ ｃ の 幅 は 、 後 述 す る 操 作 部 材 １ ２ の 厚 さ よ り も わ ず か に 広 く な る よ う に 設 定  
す る こ と が 好 ま し く 、 長 さ は 、 操 作 部 材 １ ２ の 可 動 域 に 応 じ て 設 定 す る と よ い 。 連 結 溝 部  
１ １ ｄ 及 び １ １ ｅ は 、 後 述 す る 操 作 部 材 １ ２ に 突 設 さ れ た 連 結 部 材 の 長 さ よ り も 長 く な る  
よ う に 設 定 し 、 幅 及 び 深 さ は 、 連 結 部 材 の 幅 方 向 の サ イ ズ に 合 わ せ て 設 定 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ル ー バ ー 羽 板 部 材 の こ う し た 嵌 合 部 及 び 連 結 溝 部 は 、 板 状 に 成 形 さ れ た 木 材 を 切 削 加 工  
に よ り 簡 単 に 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 背 面 側 に は 、 操 作 部 材 １ ２ が ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 回 転 軸 で  
あ る 左 右 方 向 と 直 交 す る 上 下 方 向 に 沿 っ て 連 結 さ れ て い る 。 操 作 部 材 １ ２ に は 、 ル ー バ ー  
羽 板 部 材 １ １ に 対 応 し て 連 結 部 材 １ ２ ａ 及 び １ ２ ｂ が 両 側 に 突 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 後  
述 す る よ う に 、 操 作 部 材 １ ２ は 、 す べ て の ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 嵌 合 部 １ １ ｃ を 貫 通 す  
る よ う に 遊 嵌 し て お り 、 連 結 部 材 １ ２ ａ 及 び １ ２ ｂ は 、 そ れ ぞ れ の ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １  
の 連 結 溝 部 １ １ ｄ 及 び １ １ ｅ に 係 合 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 操 作 部 材 の 連 結 部 材 を ル ー バ ー 羽 板 部 材 に 取 り 付 け る 前 の 斜 視 図 （ 図 ４ （ ａ ）  
） 及 び 取 り 付 け た 後 の 斜 視 図 （ 図 ４ （ ｂ ） ） で あ る 。 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ に 形 成 さ れ た  
嵌 合 部 １ １ ｃ は 、 切 り 欠 い て 形 成 さ れ て い る の で 、 操 作 部 材 １ ２ が 挿 入 さ れ て 嵌 合 部 １ １  
ｃ を 貫 通 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 側 端 面 に 形 成 さ れ た 連 結  
溝 部 １ １ ｄ 及 び １ １ ｅ は 、 幅 方 向 に 所 定 の 深 さ で 形 成 さ れ て い る の で 、 操 作 部 材 １ ２ を 嵌  
合 部 １ １ ｃ に 挿 入 す る 際 に 連 結 部 材 １ ２ ａ 及 び １ ２ ｂ が そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ て 係 合 さ れ た 状  
態 に 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 連 結 部 材 １ ２ ａ 及 び １ ２ ｂ が 連 結 溝 部 １ １ ｄ 及 び １ １ ｅ か ら 外  
れ な い よ う に 抜 け 止 め 部 材 １ ３ が 側 端 面 に 固 定 さ れ て 、 安 定 し た 連 結 状 態 を 保 持 す る よ う  
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 抜 け 止 め 部 材 と し て は 、 連 結 部 材 が 外 れ な い よ う に 規 制 で き る も の で あ れ ば よ く 特 に 限  
定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 か す が い の よ う に 両 側 が 折 れ 曲 が っ て 基 材 に 打 ち 込 む 市 販 の 固 定  
部 材 を 連 結 溝 部 の 幅 方 向 に わ た っ て 打 ち 込 む こ と で 簡 単 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ル ー バ ー 羽 根 板 部 材 １ １ に 操 作 部 材 １ ２ を 連 結 し た 状 態 で は 、 操 作 部 材 １ ２ は 嵌 合 部 １  
１ ａ に 遊 嵌 し た 状 態 で 、 連 結 部 材 １ ２ ａ 及 び １ ２ ｂ に つ い て も 連 結 溝 部 １ １ ｂ 及 び １ １ ｃ  
の 中 に 固 定 さ れ ず に 回 動 可 能 に 係 合 し て お り 、 あ る 程 度 遊 び を 持 た せ た 連 結 状 態 に 設 定 さ  
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れ て い る 。 そ の た め 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ が 変 形 等 に よ り 不 均 一 な 回 動 動 作 を 行 う よ う  
に な っ て も そ れ に 合 わ せ て 操 作 部 材 １ ２ を ス ム ー ズ に 操 作 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。  
ま た 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ 同 士 は 、 操 作 部 材 １ ２ に よ り 左 右 位 置 が 設 定 さ れ 、 対 応 す る  
連 結 部 材 １ ２ ａ 及 び １ ２ ｂ に よ り 上 下 位 置 の 間 隔 が 設 定 さ れ る た め 、 開 閉 動 作 に 支 障 が 生  
じ な い よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 例 で は 、 操 作 部 材 １ ２ は 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 中 央 部 分 に １ 本 だ け 配 置 さ れ て  
い る が 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ が 左 右 方 向 に 長 い 場 合 に は 、 適 当 な 間 隔 を 空 け て 嵌 合 部 及  
び 連 結 溝 部 を 形 成 し て 複 数 本 の 操 作 部 材 １ ２ を 連 結 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 枠 体 を 構 成 す る 部 材 及 び ル ー バ ー 羽 板 部 材 は 、 天 然 木 、 集 成 材 等 の 木 材 又 は 木 質 材 、 竹  
材 と い っ た 天 然 素 材 を 板 材 に 成 形 し て 使 用 す る こ と が で き 、 樹 脂 材 料 か ら な る 板 材 を 使 用  
す る こ と も で き る 。 各 部 材 の サ イ ズ は 、 設 置 サ イ ズ に 合 わ せ て 設 定 す る こ と が 可 能 で 、 幅  
は 、 ３ ０ ｍ ｍ ～ １ ２ ０ ｍ ｍ で 、 厚 さ は 、 ６ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ ｍ に 設 定 す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 部 材 は 、 鉄 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ス テ ン レ ス 等 の 金 属 材 料 を 細 幅 で 帯 状 に 成 形 し て 使 用  
す る こ と が で き る 。 操 作 部 材 の 厚 さ は 、 １ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ に 設 定 す る と よ い 。 操 作 部 材 の 両  
側 に 突 設 さ れ た 連 結 部 材 は 、 径 が ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ で 長 さ が １ ５ ｍ ｍ ～ ２ ５ ｍ ｍ の 金 属 製 棒  
材 を 固 定 し て 取 り 付 け る こ と が で き る 。 連 結 部 材 は 、 操 作 部 材 に 形 成 さ れ た 穴 部 に 挿 着 し  
て 固 定 す る こ と で 取 り 付 け る こ と が で き 、 操 作 部 材 と と も に 一 体 成 形 す る こ と も 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 ル ー バ ー 構 造 の 開 閉 動 作 を 模 式 的 に 示 す 側 面 図 で あ り 、 操 作 部 材 と ル ー バ ー 羽  
板 部 材 と の 連 結 部 分 に お け る 閉 じ た 状 態 を 示 す 側 面 図 （ 図 ５ （ ａ ） ） 及 び 開 い た 状 態 を 示  
す 側 面 図 （ 図 ５ （ ｂ ） ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ル ー バ ー 構 造 を 閉 じ た 状 態 と す る 場 合 に は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 操 作 部 材 １ ２ を  
上 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ が 反 時 計 回 り に 回 動 し 、 背 面 側 の 側 端 が 上  
昇 し た 傾 斜 し た 状 態 に 設 定 さ れ る 。 そ の た め 、 ル ー バ ー 構 造 を 正 面 側 か ら 見 た 場 合 に 、 ル  
ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ が 重 な っ て 遮 閉 さ れ た 状 態 と な り 、 外 部 か ら 内 部 を 視 認 す る こ と は で  
き ず 、 遮 光 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ル ー バ ー 構 造 を 開 い た 状 態 と す る 場 合 に は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 操 作 部 材 １ ２ を  
下 方 向 に 移 動 さ せ て 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ を 時 計 回 り に 回 動 さ せ 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １  
１ を 上 側 枠 部 材 １ ０ ｃ と 平 行 と な る 状 態 に 設 定 す る 。 こ の 状 態 で は 、 外 部 か ら 内 部 を 見 通  
す こ と が 可 能 と な る と と も に 通 気 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す 状  
態 か ら 操 作 部 材 １ ２ を 下 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ を 時 計 回 り に 回  
動 さ せ て 正 面 側 の 側 端 が 上 昇 し た 傾 斜 状 態 に す れ ば 、 太 陽 の 高 度 に 合 わ せ て 採 光 す る こ と  
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 回 動 範 囲 は 、 嵌 合 部 １ １ ｃ の 長 さ に よ り 設 定 す る こ と が で き 、  
設 置 場 所 に 応 じ て 嵌 合 部 １ １ ｃ の 長 さ を 調 整 す れ ば よ い 。 ま た 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の  
回 動 角 度 を 保 持 す る 場 合 に は 、 例 え ば 、 支 持 枠 部 材 １ ０ ａ 又 は １ ０ ｂ に フ ッ ク 等 の 複 数 の  
係 止 部 材 を 取 り 付 け て お き 、 ル ー バ ー 羽 板 部 材 １ １ の 端 部 を 回 動 角 度 に 応 じ て 係 止 部 材 で  
支 持 す る こ と で 、 回 動 角 度 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る ル ー バ ー 構 造 は 簡 単 な 構 成 と な っ て い る の で 、 複 数  
の ル ー バ ー 構 造 を 組 み 合 せ た 構 造 物 を 容 易 に 構 築 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ６ で は 、  
複 数 の ル ー バ ー 構 造 を 組 み 合 せ た 塀 等 の 外 構 構 造 物 を 示 し て い る 。 こ の 例 で は 、 外 構 構 造  
物 を ３ つ の 区 画 に を 形 成 し た 枠 体 に ル ー バ ー 構 造 １ ａ ～ １ ｃ を そ れ ぞ れ の 区 画 に 取 り 付 け  
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て い る 。 ル ー バ ー 構 造 １ ａ は 、 枠 体 の 縦 方 向 の 全 長 に わ た っ て ル ー バ ー 羽 板 部 材 が 配 列 さ  
れ て 横 方 向 に 回 動 し て 開 閉 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て お り 、 ル ー バ ー 構 造 １ ｂ 及 び １ ｃ は  
、 枠 体 の 横 方 向 の 所 定 の 長 さ で ル ー バ ー 羽 板 部 材 が 配 列 さ れ て 縦 方 向 に 回 動 し て 開 閉 す る  
よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ル ー バ ー 構 造 １ ａ で は 、 開 閉 動 作 に よ り 外 部 か ら の 風 の 流 入 を 調 整 す る こ と が で き 、 通  
気 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 上 下 に 配 置 さ れ た ル ー バ ー 構 造 １ ｂ 及 び １ ｃ で は 、  
そ れ ぞ れ を 開 閉 動 作 さ せ る こ と で 、 換 気 及 び 採 光 の 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 外 構 構 造 物 、 窓 の 遮 閉 構 造 と し て 本 発 明 に 係 る ル ー バ ー 構 造 を 用 い る こ と  
で 、 設 置 ス ペ ー ス に 合 わ せ て 簡 単 に 構 築 す る こ と が で き 、 目 隠 し と し て の 機 能 と と も に 通  
風 、 換 気 及 び 採 光 と い っ た 様 々 な 要 望 に 対 し て も き め 細 か く 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
1 ・ ・ ・ ル ー バ ー 構 造 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ ・ ・ ・ 支 持 枠 部 材 、 １ １ ・ ・ ・ ル ー バ ー 羽 板 部 材  
、 １ １ ａ 、 １ １ ｂ ・ ・ ・ 軸 体 、 １ １ ｃ ・ ・ ・ 嵌 合 部 、 １ １ ｄ 、 １ １ ｅ ・ ・ ・ 連 結 溝 部 、 １  
２ ・ ・ ・ 操 作 部 材 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ・ ・ ・ 連 結 部 材 、 １ ３ ・ ・ ・ 抜 け 止 め 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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